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福祉臨床シリーズ編集委員会編『2011 年版 社会福祉士 国家試験対策選択肢別問題集』：正誤表 

 

誠に恐縮ですが、初版 1刷に誤りがございました。お詫びして訂正させていただきます。 

 

修正箇所 修正前 修正後 

81 頁・答 42 ○ 22 回問題の選択肢。「福祉サービ

ス第三者評価の指針」の「福祉サービ

ス第三者評価機関認証ガイドライン」

によると、「評価調査者は、都道府県

推進組織が行う評価調査者養成研修

を受講していること」とある。評価調

査者は、国が定めた評価項目に基づい

て各施設や機関の評価を行う。よって

42 は適切である。 

× 22 回問題の選択肢。福祉サービス

第三者評価事業は、都道府県のみなら

ず、都道府県社会福祉協議会、公益法

人又は都道府県が適当と認める団体に

設置できる。また評価は、国が定めた

「福祉サービス第三者評価基準ガイド

ライン」に基づいて、都道府県推進組

織が策定する。よって 42 は適切でな

い。 

267 頁・答 12 認知症の症状のうち、記憶障害、徘徊

は中核症状であるが、妄想は周辺症状

である。よって「妄想は中核症状」と

した 12 は適切でない。 

認知症の症状のうち、記憶障害は中核

症状であるが、徘徊、妄想は周辺症状

である。よって「徘徊、妄想は中核症

状」とした 12 は適切でない。 

 


